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ＰＭ2.5発生源調査方法について

1 はじめに

大気環境中のPM2.5はさまざまな成分から構成されて

おり、対策を進めるためには各種発生源の寄与を的確に

把握する必要がある。発生源寄与を求める方法としては

CMB法がある。この手法は、環境で測定された粒子の化

学組成は発生源から排出される粒子の混合によって決ま

るという仮定に基づいて発生源寄与を計算するものであ

る。そのため、環境データとともに、発生源から排出さ

れる粒子の化学組成（発生源プロファイル）が必要とな

る。CMB法はこれまでにも行われてきた1-5)が、近年、発

生源プロファイルが必ずしも新しいデータにより更新さ

れていないという問題がある。例えば、都市ごみ焼却炉

ではダイオキシン問題を契機に電気集塵機からバグフィ

ルタに替わり、排出量及びその組成も大きく変わってい

る可能性がある。また、通常、固定発生源では粒子をば

いじんとして捕集するため、粒径別の情報がほとんどな

い。さらに、燃焼系の施設の場合、高温の排出ガス中で

はガス状の成分が、外気に放出されると冷却され粒子化

する凝縮性ダストの問題もある。

東京都では、東京都大気中微小粒子状物質検討会（座

長：坂本和彦埼玉大学大学院教授）を設置し、平成20年

度に大気環境調査と発生源調査を実施している。発生源

調査では、CMB法に使用できるデータを取得するため、

粒径別捕集及び凝縮性ダストの測定を試みている。ここ

では、燃焼系の固定発生源における測定方法について検

討した経緯について述べる。

2 粒径別捕集方法

粒径別採取法は、煙道内にカスケードインパクタを挿

入してPM10/PM2.5に分粒する手法がISOでも検討されて

おり、国際的には主流5,6)である。今回は大気環境調査で

SPMを測定しており、発生源でもSPM相当分を採取する

必要があったため、JIS K0302に規定されているアンダー

センスタックサンプラを用いることにした。これは本来、

排ガス中のダストの粒径分布を測定するものであるが、

ノズル径の選択及び後段の分級板を外すことにより、バ

ックアップフィルタにPM2.5とSPM相当分を分粒捕集す

ることにした。

3 凝縮性ダスト捕集方法

凝縮性ダストについては、1990年代に問題が顕在化し、

各種調査が行われた7-9)が、公定法に採用されるには至

らなかった。当時検討された凝縮性ダストの測定法には、

大きく分けて2種類あった。一つは排ガスを冷却管に通

し、水分及び凝縮性ダストをドレン水として回収した後、

これを蒸発させ秤量する方法である。もう一つは、排ガ

スを清浄な空気で希釈して冷却し、フィルタに採取する

ものである。前者は装置が小型・簡便であるが、粒子化

しないガス成分まで捕集してしまうため、数値が過大に

なる傾向にある。後者は排ガスが煙突から排出された状

態に近いため、より現実に近い値が得られると考えられ

るが、大量の希釈空気を必要とするため装置が大型かつ

高価になる。

凝縮性ダストの測定方法はISOでも検討されている

が、明確な方向性は出されていない６）。米国EPAでは、

煙道内でフィルタにより一次粒子を採取した後、インピ

ンジャーで冷却・凝縮させる方法10,11)を規定している。

しかし、上述のようにこの手法は凝縮性ダストを過大に

評価することになり12)、空気希釈法が使用されている例

も多い13-16)。

この調査では、より現実に近い空気直接希釈法を採用

することにした。装置構成を図１に示した。希釈装置と

しては、市販されているDekati社製FPS-400017-18)を用い

ることにした。条件の目安としては、希釈倍率20倍、滞

留時間10秒、冷却後温度30℃とした12)。ここで、200℃

程度の排ガス温度を30℃程度まで冷却するためには、概

ね20倍程度に希釈する必要がある。凝縮性ダストは一次

粒子の存在により生成・成長しやすくなることも考えら
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図１ 燃焼系固定発生源における粒子採取装置
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れるため、煙道内にフィルタは設置せず、サイクロンに

より粗大粒子を除去した後、空気希釈により凝縮させる

ことにした。

近年、大規模発生源と呼ばれていた施設では、排ガス

対策が進みばいじん濃度が非常に低くなっており、粒径

別測定はかなり困難が予想される。また、同じ空気希釈

法においても、前段でフィルタにより粒子を捕集してか

ら希釈する方法、滞留時間をとって粒子を成長させてか

らさらに分粒する方法など、さまざまな考え方がある。

これらの問題については今後の課題であろう。

3 おわりに

平成20年度の結果は現在分析中であるが、今後は大気

環境調査の結果と合わせ、CMB法による発生源寄与の推

定を行っていく予定である。
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